
稲
に
養
分
が
あ
り
過
ぎ
る
。
㈲
清

水
畜
産
の
尿
の
搬
入
量
の
年
次
報

告
を
求
め
る
。

答  

注
意
指
導
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
尿
を
全
量
投
入
し
て

い
る
か
は
判
断
で
き
ま
せ
ん
。
肥

育
頭
数
と
尿
は
比
例
し
て
い
ま
せ

ん
。

問  

北
方
四
島
は
我
国
固
有
の
領

土
で
あ
る
。
市
民
へ
の
啓
発
を
。

答  

国
・
県
・
他
市
町
村
を
よ
く

調
査
し
取
り
組
み
ま
す
。

問  

県
道
深
谷
︱
嵐
山
線
の
通
称

メ
ガ
ネ
橋
は
雨
水
時
に
丸
太
・
ご

み
等
が
引
っ
か
か
り
上
流
部
分
の

田
畑
が
冠
水
す
る
た
め
農
作
物
に

被
害
が
あ
る
の
で
改
良
を
求
め
る
。

答  

埼
玉
県
へ
改
良
計
画
に
つ
い

て
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り
（
第
12
号　

平
成
20
年
11
月
1
日
発
行
）

－－－－－－－－－－

�

〈
ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り
は
、
点
字
版
と
テ
ー
プ
・
CD
版
も
発
行
し
て
い
ま
す
。
送
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
５
７
３
ー
６
５
６
３
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。〉

－－－－－－－－－－

�

問  

19
年
度
一
般
会
計
と
特
別

会
計
の
総
決
算
額
は
約
７
４
０
億

円
で
（
水
道
事
業
除
く
）
５
％

に
値
す
る
額
が
収
入
未
済
額

34
億
４
千
万
円
と
不
納
欠
損
額

（
死
亡
・
所
在
不
明
・
時
効
等

で
徴
収
不
納
と
な
り
債
権
消
滅
）

２
億
４
千
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

中
で
も
市
税
が
16
億
９
千
万
円
、

国
保
税
で
は
税
額
の
44
・
35
％
に

値
す
る
17
億
４
千
万
円
が
滞
納
で

あ
る
。
他
の
項
目
と
水
道
事
業
会

計
の
現
況
、
対
応
、
対
策
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。

答  

①
市
税
、
国
保
税
に
つ
い

て
は
、
職
員
24
名
と
納
税
推
進
員

９
名
で
徴
収
業
務
に
対
応
、
ほ
か

毎
週
木
曜
の
時
間
延
長
と
第
一
日

曜
納
税
相
談
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
無
財
産
・
所
在
不
明
等
の
場

合
に
は
、
市
収
納
率
向
上
対
策
委

員
会
に
か
け
不
納
欠
損
処
理
し
ま

す
。
②
市
営
住
宅
使
用
料
は
49
人

７
５
０
万
円
滞
納
、
連
帯
保
証
人

に
も
催
告
書
を
送
付
、
戸
別
訪
問

で
徴
収
に
当
た
り
ま
す
。
③
負
担

金
で
は
公
立
・
私
立
保
育
園
及
び

学
童
保
育
室
費
の
保
護
者
負
担
分

が
主
で
滞
納
者
２
３
６
人
延
べ

４
４
８
人
で
、
約
５
０
４
１
万
円
、

不
納
欠
損
58
人
で
約
１
３
６
１
万

円
。
支
払
能
力
が
あ
る
の
に
拒
否

す
る
者
や
誓
約
不
履
行
の
無
責
任

者
も
い
ま
す
が
、
時
効
を
中
断
し

て
徴
収
に
努
め
ま
す
。
④
住
宅

新
築
資
金
貸
付
金
、
元
利
で
は

87
件
、
約
１
億
４
千
万
円
が
滞

納
、
ど
こ
ま
で
も
債
務
者
に
返
還

を
求
め
、
時
効
の
選
択
は
し
ま
せ

ん
。
⑤
水
道
事
業
の
未
収
金
は

４
万
２
０
８
件
約
３
億
円
、
不
納

欠
損
は
５
８
６
件
約
５
７
５
万
円
。

６
カ
月
以
上
滞
納
は
給
水
停
止
通

知
発
送
、
一
括
納
入
等
で
再
給
水

開
始
で
す
。
生
活
保
護
者
は
水
道

料
金
29
名
と
保
育
料
７
名
が
滞
納

で
扶
助
費
か
ら
の
天
引
き
は
本
人

承
諾
と
な
り
ま
す
。
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加
か と う

藤　温
あ つ こ

子

問  

深
谷
市
瀬
山
の
交
差
点
に
優

先
順
位
の
明
確
化
を
望
む
。

答  

止
ま
れ
標
識
の
設
置
は
寄
居

警
察
署
に
協
議
を
申
し
込
み
ま
す
。

問  

深
谷
市
を
流
れ
る
こ
の
川
は

古
来
よ
り
鯉
（
こ
い
）・
鯰
（
な

ま
ず
）・
石
斑
魚
（
う
ぐ
い
）
の

と
れ
る
宝
庫
で
あ
っ
た
。
以
前
の

よ
う
に
市
民
が
憩
え
る
川
と
し
て
、

魚
道
整
備
を
求
め
る
。

答  
埼
玉
県
で
は
平
成
20
年
に
予

算
要
求
し
た
が
予
算
化
に
な
ら
ず
、

平
成
21
年
以
降
も
続
い
て
予
算
要

求
し
て
ま
い
り
ま
す
。
深
谷
市
と

し
て
も
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

問  

畜
産
家
に
よ
る
畜
糞
尿
の
畑

へ
の
散
布
に
配
慮
を
求
め
る
。
ま

た
、
吉
野
川
周
辺
の
田
の
水
口
の

問  

深
谷
市
及
び
教
育
委
員
会
に

お
け
る
現
状
の
障
害
者
雇
用
率
と

雇
用
率
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
の
取
り

組
み
・
計
画
は
？

答  

市
長
部
局
１
・
77
％
、
教
育

委
員
会
３
・
31
％
、
全
体
と
し
て

は
２
・
02
％
で
す
。
人
数
に
し
て

18
人
と
な
っ
て
お
り
、
障
害
者
の

雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
の

法
定
雇
用
率
を
達
成
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
適
時
、
身
体
障
害
者

へ
の
採
用
枠
を
設
け
職
員
募
集
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問  

現
在
ま
で
の
取
り
組
み
、
実

績
、
関
係
団
体
と
の
調
整
は
？

答  

相
談
件
数
は
３
１
８
件
、
セ

ン
タ
ー
登
録
は
15
名
。
一
般
就
労

は
４
名
、
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
２

名
の
実
績
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
、就
労
普
及
・

啓
発
活
動
の
ほ
か
、
企
業
・
施
設

へ
の
訪
問
等
、
関
係
機
関
と
の
連

携
強
化
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

問  

現
在
１
名
体
制
。
ジ
ョ
ブ

コ
ー
チ
等
の
人
的
支
援
・
強
化
を
！

答  

熊
谷
障
害
者
就
業
・
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
、
県
雇
用
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
等
と
の
連
携
を
図
っ
て

お
り
、
熊
谷
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

は
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
派
遣
支
援
を
受

け
て
お
り
ま
す
。
ま
ず
は
需
要
・

事
業
量
等
見
き
わ
め
、
今
後
、
人

的
支
援
の
必
要
性
を
検
討
し
ま
す
。

問  

市
庁
舎
・
教
育
施
設
へ
の
試

験
的
導
入
が
図
れ
な
い
か
？

答  

地
震
災
害
の
減
災
に
有
効
と

の
認
識
で
あ
り
、
受
信
装
置
等
の

精
度
等
見
き
わ
め
な
が
ら
、
今
後
、

調
査
・
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問  

将
来
的
に
分
別
品
目
拡
大

や
、
有
料
化
の
議
論
も
必
要
だ
ろ

う
。
し
か
し
そ
の
前
に
、
今
の
分

別
の
徹
底
を
図
れ
ば
大
里
広
域
ご

み
負
担
金
（
平
成
19
年
度
約
13
億

円
）
が
抑
え
ら
れ
る
こ
と
や
、
な

ぜ
分
別
徹
底
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
な
ど
、
具
体
的
に
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
は
重
要
だ
と
考
え
る

が
。答  

引
き
続
き
、
Ｈ
Ｐ
や
広
報
、

公
民
館
便
り
等
、
ま
た
収
集
所
の

看
板
の
設
置
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問  

ご
み
の
種
類
は
数
え
切
れ

ず
、
ま
た
、
ご
み
に
つ
い
て
の
質

問
も
多
い
と
聞
く
。
ご
み
辞
典
の

よ
う
な
保
存
版
冊
子
を
提
案
す
る
。

そ
の
中
に
、
ご
み
分
別
一
覧
表
に

は
書
き
き
れ
な
い
ご
み
に
関
す
る

情
報
や
処
理
費
用
な
ど
も
盛
り
込

め
ば
よ
い
と
考
え
る
が
。

答  

簡
単
に
理
解
で
き
る
よ
う
な

Ｐ
Ｒ
方
法
を
研
究
し
ま
す
。

答  

市
の
行
う
諸
活
動
を
市
民
に

説
明
す
る
責
任
を
全
う
す
る
こ
と

を
第
一
義
と
考
え
て
い
ま
す
。

問  

生
活
保
護
費
不
正
受
給
事
件

に
つ
い
て
は
、
条
例
設
置
の
第
三

者
調
査
委
員
会
以
外
の
議
員
検
証

チ
ー
ム
や
福
祉
文
教
委
員
会
協
議

会
の
質
問
事
項
に
対
し
、
情
報
は

提
供
さ
れ
な
か
っ
た
が
。

答  

第
三
者
委
員
会
の
検
証
に
影

響
が
あ
る
た
め
、
審
議
内
容
の
公

表
は
最
小
限
に
し
、
さ
ら
に
、
質

問
事
項
へ
の
回
答
は
控
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

問  

主
体
的
な
情
報
提
供
は
市
民

と
の
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
の
で

積
極
的
に
行
っ
て
も
ら
い
た
い
。

答  

検
証
終
了
後
、
個
人
情
報
に

配
慮
し
な
が
ら
公
開
し
て
い
き
ま

す
。
検
証
委
員
会
の
報
告
書
に
つ

い
て
、
今
後
い
ろ
い
ろ
な
意
見
も

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問  

政
治
理
念
に
基
づ
く
市
政
の

透
明
性
の
確
保
か
ら
、
生
活
保
護

費
不
正
支
給
に
か
か
わ
る
説
明
責

任
は
不
十
分
と
考
え
る
が
、
そ
の

見
解
は
。

答  

第
三
者
調
査
委
員
会
調
査
中

の
た
め
、
影
響
を
与
え
な
い
範
囲

で
事
件
後
の
経
過
報
告
を
し
ま
し

た
。

問  

恫
喝
に
お
び
え
て
不
適
切
な

事
務
処
理
を
し
て
し
ま
っ
た
と
言

う
が
、
恫
喝
さ
れ
た
事
実
は
生
活

保
護
認
定
前
に
３
回
、
５
年
間
で

合
計
９
回
し
か
な
い
。
そ
れ
に
対

し
、
市
は
特
別
待
遇
と
も
取
れ
る

ほ
ど
よ
く
面
倒
を
み
て
い
る
。
恫

喝
に
屈
し
た
な
ど
と
い
う
言
い
わ

け
を
聞
い
て
い
る
の
で
な
く
、
正

確
な
情
報
を
出
す
べ
き
で
は
な
い

か
。答  

恫
喝
に
つ
い
て
は
言
い
わ
け

に
な
り
ま
す
が
、
担
当
者
が
身
の

危
険
を
感
じ
な
が
ら
不
適
切
な
事

務
処
理
を
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

問  

市
長
は
﹁
風
通
し
の
悪
い
組

織
﹂
と
言
っ
た
が
、
行
政
運
営
上

問
題
は
な
い
の
か
。
こ
の
市
の
政

治
理
念
に
対
し
て
、
今
ま
で
の
答

弁
で
は
、
市
長
が
気
の
毒
で
な
い

の
か
。

答  

監
督
不
行
き
届
き
で
あ
り
、

申
し
わ
け
な
く
反
省
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
い
く
ら
で
も
説
明
を
果
た

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
政
治

理
念
が
ス
ロ
ー
ガ
ン
倒
れ
し
な
い

よ
う
に
、
信
用
で
き
る
行
政
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
職
員
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
一
か
ら
や
り
直
し
て
い
き
ま

す
。

滞納額等は36億8
千万円　その現況、
対応と対策は

リサイクルのため
には分別の徹底！
そしてなぜ？

深谷市瀬山交差点
に止まれ標識を求
める

公正・公平・公開
の政治理念の実現
性について

障害者自立支援
（深谷市における法
定雇用率）について

永
な が た

田　勝
かつひこ

彦

三
み た べ

田部　恒
つねあき

明

江
え は ら

原　久
く み こ

美子

田
た じ ま

嶋　均
ひとし

深
谷
市
畠
山
地
内
の
通
称
メ
ガ
ネ

橋
の
改
良
を
求
め
る

一
級
河
川
吉
野
川
に
魚
道
整
備
築

造
を
求
め
る

市
庁
舎
に
﹁
北
方
領
土
は
我
国
固

有
の
領
土
で
あ
る
﹂
と
掲
げ
る

堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
利
用
状
況

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
の
強
化
を

緊
急
地
震
速
報
の
試
験
的
導
入

市
の
基
本
理
念
で
あ
る
公
開
は

通称メガネ橋


